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の
日
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、
物
靜
か
に
兄
を
迎
へ 

て

、
#

ち
く
兩
人
は
、
大

麵

而

白

く

文

慰

め

ら

れ

把

ら

-:
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し

く

、
物
語
っ

.て
思
た
ノ
へ
醫
邮
の

B
u
l
m
o
r
e

が

來

ら

: 

れ
た
の
で
、

彼
は
他
の
人
々
を
室
外
に
遠
ざ
け
て
、

弟
へ 

H
e
n
r
y

の
容
態
を
問
ふ
た
。
徽
肺
：は
答
へ
て

:4
さ

あ

、
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多
分
午
前
中
位
は
持
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で
せ
ぅ
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る
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前
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に
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條
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向
っ
て
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而
に
關
す
る
女
史
の
記
述
で
あ
る
？
兩

潑

は

、
此

日

ょ

'

り
次
第
.に
親
密
な
交
隙
を
結
び
，
«

々
の
問
_
に
就
て
ヾ
:■ 

討
議
を
交
へ
る
に
至
っ
•た
の
：で
あ
る
。
；
次
號
に
私
は
、
，ベ」 

F
o
x

女
史
の
0

記
を
追
ふ
て
、
其
詳
細
V

紹
介
す
る
> で

.

:

-
人

口

論
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の

哲

學

思

想

_

;
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:

:

;

津

田

誠 

二

.
ぐ

：I.

B

統
贼
經
濟
學
は
其
搖

■

の
時
代
に
於
て
、

本
質
的 

に

相

異

る

I 

f.

種

の

哲

學

の

影

響

を

享

け

た

U

隨
つ
て
此 

學
派
が
經
濟
上
の
自
然
主

.義

.、
;
換

言

す

れ

ば

自

_

放

任
 

0 ,
提
唱
を
以
て
、
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f

i

g常
の
綱
：領
さ
爲
す
は
周
知
の
辦 

實

に

屬

す

る

も

、
：其
：究

極

の

歷

だ

る

哲

理

的

論

據

に 

遡

及

す

る

時

は

、
人

々

ら
興
同
を
#
し
又
時 

.期
に
應
じ
て
之
を

1
1

期
に
大
別
す
る
事
が
出
來
る
。
前 

:期

は

即

ち

古

代

希

|1
の

_

然

法

說

ど

中

仳

以

降

の

跋

督
 

敎

思

想

：の

抱

合

に

依

つ
/
て

生
.じ
.な

る

：

神

學

的

他#

湖
乃
至
人
生
觀
が
、
經
濟
學
說
’の
：背
景
を
爲
せ
る
時
代 

で
I

 

o
宇
宙
に
は
*
«|
]

造
^
た
る
神
の
明
示
成
は
皿 

示
t

i

然
の
秩
序
が
有
り
自
然
CO
;
法
則
が
有
る
。
此 

秩
序
法
則
を
透
見
し
て
：是
に
滴
應
す
る
'順

路

，を

步

む

银
 

が
、
*

て
人
類
全
般
の
福
趾
を
增
進
し
神
の
.理
想
を
實
. 

現
す
る
所
以
で
ぁ

る

ふ

現
li
t

に
翩
漫
ザ
る
ル
^

の
慘
禍 

は
、「

人
爲
の
法
則
が
自
然
0

法
則
を
攪
亂
せ
る
に
起
因 

す
る
。‘
故
に
一
切
の
掏
来
を
做
*

し
て
、簡
明
な
るr

自 

然
的
自
由
の
法
則」

.を

顯

現

せ

ね

：
ぱ

な

ら

ぬ

>£
:
_
云

ふ

の
 

が
其
論
旨
の
大
要
で
ぁ
る
。
“彼
等
に
取0

て
は
：自
然
な「 

る
レ
の
が
則
ち
善
な
る
も
の
で
ぁ
つ
た
。
隨
っ
て
そ
れ 

は
、：
萬
有
が
夫
々
神
の
豫
め
定
め
た
る
究
極
の
目
的
を 

具
布
す
ど
獅
る
目
的
論
の
見
地
に
立
つ
て
.、
事
物
を
*
. 

.照
す
る
も
の
で
な
る
：。
，是
に
反
し
.て
後
期
は
斯
か
る
形 

而
上
學
的
先
驗
的
前
提
を
悉
皆
排
除
し
"
快
苦
の
計
量
 ̂

.を
*

f

す
る
べx

タ
.
.ム
繞
の
功
利
*
義
哲
學
が
、
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濟
學
ビ
緊
密
な
る
提
携
を
爲
せ
る
時
代
で
あ
る
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哲
學
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タ
ム
に
從
へt
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「

自
然
は
人
類
^
伏
樂
典
び
否
油
を 

云
ふ
ニ
：個
の
生
權
者
の
B

T

に
®

い
た「

吾
人
が
阿
を 

爲
さ
ん
e

r

tる
か
を
決
定
す
る
と
共
に
、
又
吾
人
が
.何 

を
爲
さ
ね
.ば
.な
ら
ぬ
か
を
指
示
す
る
も
の
は
唯
此
，兩
者 

の
み
で
あ
る
。.

」

功
利
の」

股
理
ど
は
此
心
.现
上
の
事
實
の 

■
認
.論
に
燕
き
、「

如
何
な
る
行
爲
に
も
め
れ
、
楚
に
.關
聯 

す
る
人
々
の
'幸
福
を
■増
加
す
る
炉
若
し
く
は
.減
返
す
る 

か
の
傾
间
に
«

つ
て
、
該
行
爲
を
或
は
善
ミ
し
て
或
は 

M

ど
ず
る
原
理
で
あ
る
。」

「

功
利
ビ
は
其
關
係
者
に
便 

宜
、利
益
、
快
樂
、福

利
g

‘ち
.幸
福
を
赋
興
し
ハ
是
等
の
語 

は
此
場
合
總
：.て
同
一
物
で
'あ
る)

、苦
し
く
は
災
禍
、
苦 

.
痛
、害
.！r

即
ち
：不

幸
.

c

是
等
の
語
：も
亦
同
一
意
義
で
あ 

る)

.
の
礙
生
を
防
lb
す
る
所
の
事
物
の
性
®

を
^
ふ
の 

で
あ
る
'
。
.若
し
其
[»
«

胄
が
公
，共
则
.體

な

る

時

は

.功

利 

.
は
'公
共
の
幸
福
を
意
味
し
、.
特
定
の
個
人
な
る
時
は
其 

個
八
の
幸
福
を
.意
味
す
る
も
の
で
あ
る
：。し
而
し
<
y「

_
 

ふ
所
の
公
*

ご
は
、
其
成
員
：«

h
vビ
看
做
さ
.
.る 

> 個
人 
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笫
ヨ
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。斯
く
し
.て
彼
れ
の
學
說
は
結IT

C

一)

正
邪
の
標
準 

は
最
大
多
數
の
®

大
幸
福
で
あ
る
;0
:(

一
一)

谷
個
人
は
一」 

個
/
U
計
®
す
可
く
一 

個
以
上
.に
は
相
當
せ
ず
.
^
の
、
ニ 

項
に
®

約
す
る
事
が
出
來
る
？
：彼
は
前
揭
の
.自
然
法
説
. 

S

自
然
神
學
說
の
主
張
を
猢
斷
的
生
觀
的
な
り
ど
し 

て
悱
斥
し
、
.獅
り
:^
.福
の
計
量
を
以
て
普
適
的
客
觀
的 

な
る
唯1

至
高
の
偸
測
：的
甚
準
S

S
做
し
れ
：の
.で
あ
’ 

る
。
愛
に
於
て
か
前
渚
の
抱
懷
せ
る
目
的
論
的
觀
照
の
、
 

態
度
は
抛
擲
せ
ら
れ
て
：、、1

切
の
事
象
を
*
經
驗
界
に 

於
る
因
果
の
P
係
に
依
つ
て
の
み
塔
察
す
i

機
械
a

が 

採
用
せ
ら
る
、
に
至
つ
れ
の
で
あ
る
。
.固

ょ
り

如
上
の 

:兩
傾
向
は
、
其
极
本
の
立
脚
地
を
異
に
す
る
に
：拘
ら
ず
> 

必
^

し
も
互
，に
.相
排
濟
.
^
る
-
$
無
.'く

却

.て
!•
.々
經
ヒ
.

號

|

〇
四 

な
り
緯
€

な0

て

同1

思

想

家

の

心

胸

、̂

織

り

込

ま

れ
 

て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
其
大
體
の
色
調
ょ
り
見
て
前
期 

.
を
代
表
す
る
者
は
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
、後
期
を
代
表
す
る 

者
は
リ
カ
ア
ド
ォ
史
言
へ
ょ
ぅ
。
而
し
て
其
卿
期
に
於 

て
兩
者
の
中
間
に
出
で
た
る
マ
ル
サ
ス
が
、
其
思
想
に 

於
て
も
亦
兩
傾
向
の
混
和
を
示
せ
る
は
、
甚
だ
興
味
が 

«>
:
る
が
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

マ
ル
サ
ス
の
思
索
の
究
極
の
淵
源
は
，

2
1

然
刺
學
的
目 

.的
舰
で
あ
る
が
、
ゑ
が
«

|£
に
方
つ
て
は

功
利
主
義
的 

機
械
觀
&:
採
用
す
る
，
彼
に
從
へ
ば「

自
然
は
一
物
を 

も
無
益
に
は
作
つ
て
ゐ
な
い
。
如
何
な
る
欲
望
に
も
,
：
 

■若
し
吾
人
が
之
を
發
見
し
得
る
時
は
、
夫
々
適
當
な
る 

地
位
€
適
當
な
る
滿
足
の
：存
す
る
報
を
妇
る
で
あ
ら 

':
ぅ

.0
，情
欲
は
幸
福
を
生
み
出
す
.素
材
で
あ
る
。
故
に
；
0 

般
の
情
欲
は
、
宜
し
く
之
を
®

®
し
^
取
し
な
く
て
は 

.

.な
ら
ぬ
'
o
勿
何
な
，る
情
欲
も
根
絕
.す
可
き
に
あ
ら
さ
る 

は
.勿
論
、
其
强
度
を
輕
減
す
る
事
す
ら
不
可
で
あ
る
。

f

人
口
論J

の
哲
學
思
想

喺

儕

欲

を

滿

足

せ

し

む

る

1:
-

方

0
て
、
或
る
方
法
に
從 

人

、
ば

，
其

結
®

が

弗

均

的

にi

般

0:
幸

福
^;
助

挺

す

可
 

く
，

又
他
の
反
對
方
法
に
■

へ
ば
反
對
の
歸
結
を
招
徠 

す
る

も

の
で
あ
る
。
一
而
じ
て
俞
者
は
是
れ
明
に
自
然
の 

命
ず
る
方
法
で
あ
る
、證

し

功

利

こ

そ

は

r

菩
入
が
骒
書 

を

離

れ

て

有

す

る

唯

1

の
行
爲
の
指
鐵
者
で
あ
る
か
ら 

で
あ
る
.
吾
人
は
決
し
て
如
何
な
る
衝
動
を
も
撲
滅
し 

て
は
な
ら
ぬ
。
然
し
同
：時
に
吾
人

«

1

衝
動
を
追
求
す 

る
に
急
な
る
の
餘
ト
、
同
一
程
度
に
吾
人
の
注

^

を
要
，
 

求
す
る
所
の
、

^

の
法
則

:̂
俊
犯
す
る
の
過
誤
に
.陷
つ 

て
：は
な
ら

な

い

。
或
る
衝
動
の
追
求
に
際
し
何
れ
の
程 

度
が
將
し
て
中
靡
を
得
た
る

.乎
、
何

れ

が

過

大

X

は

過 

小
に
失
寸
る
か
は

->
喺

0 :
己
並
に
他
人
の
經
驗
に
依
ク 

て
の
み
了
知
す
る
事
が
出
來
る
。

®

然
は
苦
惱
的
の
結
：
 

染
を
連
續
せ
し
む
る
拿
に

^!
り

、：
輿
る
行
爲
の
誤
れ

る
，
 

所
以
を
吾
人
に
臀
吿

t:
る
の
で

*

る
。
：例
へ
ば
疫
璐
の 

*:
行

：が

食

物

の

不

&

、
：家

屋

の

非

衛

生

ゝ

排

氷

の

不

完

全
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錄

r

人
口
論j

の
哲
學：

を
指
示
し
、
又
消
化
不
良
が
過
食
を
指
示
す
る
が
如
く 

に
"
人
口
の
過
增
に
伴
ふ
慘
禍
は
、
簡
明
に
違
法
著
を
反 

省
せ
し
む
る
自
_然
の
法
則
で
あ
る
S
云
ふ
の
で
あ
る」
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以
上
は
マ
ル
ナ
ス
の
菡
本
的
觀
念
で
あ
つ
て
、
諸
般
の 

一
思
索
は
總
て
此
源
泉
よ
り
流
露
す
る
の
で
あ
る
o 

.
し

,

:

.

U

 

:

■

:

'

:
':
',

;

:
創
11
±

記
に
從
へ
ば
神
は
人
類
を
創
造
し
れ
る
後
、「

生 

め
よ
繁
殖
よ
地
に
l

i
L
 

視
福
し
ゐ
る
。̂

る
に
マ 

，ル
サ
メ
の
所
論
に
依
れ
ば
，
食
糧
の
增
加
が
人
口
の
增 

加
に
追
隨
し
得
ざ
る
が
爲
に
、
ヾ
必
然
人
ロ
制
限
の
起
る
. 

,
可
き
^

云
爲
す
：
。
.
是
れ
明
に
神
意
^J

矛
盾
す
る
も
の 

,
で
は
無
い
乎
。斯
か
る
事
が
有
b
得
る
で
あ
ら
ぅ
乎
。
全 

智
全
能
の
造
物
主
が
自
家
掃
着
に
陷
る
が
如
？
事
が
有 

り
得
る
で
あ
ら
乎
。
此
物
質
界
を
一
贳
し
て
、
其
各
部
分
，
 

が
絕
對
完
全
の
調
和
を
保
て
る一

の
組
織
に
構
成
丨
た 

る
後
、
其
造
物
主
が
故
意
^
萬
物
の
靈
長
れ
る
人
類
を 

想 

く 

0

S
 

|〇
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人
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」

の哲學思想

し
て
、
：此
宇
宙
の
調
和
を
攪
亂
せ
ざ
れ
ば
止
ま
ぬ
法
則 

.
に
、
服
從
せ
し
む
る
如
き
事
が
有
“

得
る
で
あ
ら
ぅ
乎
。
 

自
然
を
支
配
し
^

る
^

必
耍
，な

る

敍

て

の

能

力

を

人

類 

じ
賦
與
せ
る
後
、
11
に
反
對
に
人
類
を
し
て
齒
然
の
奴 

隸
だ
ら
し
む
る
如
き
双
则
に
服
從
せ
し
む
る
事
：£
、
神 

の
意_

のT

端

で

有

^
'
得

る

で

あ

ら

ぅ

乎

.

0
ミ
は
は
如 

上
の
論
據
に
立
ち
て
マ
^
サ
ス
の
所
論
に
搏
擊
を
加
へ 

て
ゐ
る(H

a
n
e
y

:  

H
iv

to
ry

 

o
f  E

c
o
n
o
m

ic
 

Th
o
uaQ
nf-
t

p
.  

2
9

1
)。

又

「

神
は
一
個
の
ロ
ど
共
に一:
對
の
手
を
與 

ふ」

セ

は

、
俗
諺
の
敎
ふ
る
所
で
あ
る
。
然
ら
ば
乃
ち 

食
織
を
需
要
す
る
人
ロ
の
增
加
す
る
每
に
"
之
を
供
給 

す
る
生
產
カ
も
隨
っ
で
增
加
丸
可
&
道
现
で
あ
る
。
故 

に
人
口
過
增
は
祀
憂
で|

あ
り
，
道
德
的
抑
制
は
無
用
で
，
 

あ
る
ビ
は
"「

人
口
論
.r

に
對
す
る
世
評
の 

一
a

で
あ
.つ 

た
。
私
は
如
上
の
批
剑
は
糙
に
肯
綮
に
當
れ
る
も
の
ビ 

認
容
す
る
。
換
言
す
れ
ば
マ
ル
テ
メ
の
出
發
點
れ
る
神 

學
的
前
提
尤
、
典
到
達
し
た
る
悲
觀
的
乃
至
消
極
的
結
：

第
三
號
_ 

5
六 

L

論
^
,は
、
到
底
若
于
の
矛
盾
を
免
れ
得
ざ
る
も
の
^
;
解 

す
る
も
の
で
あ
る
。
乍
併
，
私
は
®
ら
く
取
見
を
後
段 

に
保
留
し
て
、
先
づ
一
應
は
マ
ル
ナ
ス
の
辯
明
を
靜
廳 

、
し
ょ
ぅ
* 

•

彼
は
云
ふ
'「

人
[:
!

が

食

糧

を

凌

想

し

て

墙

加

す

る

不

|
:

斷
の
傾
向
有
り
ど
云
ふ
學
說
の
承
認
を
妨
ぐ
る
主
要
な

:
る
理
由
の一

は
、
神
が
自
然
の
法
則
に
依
つ
て
生
物
を

へ！生
存
せ
し
め
た
る
以
上
は
、;
又
同
じ
く
自
然
の
法
則
に

依
つ
て
此
^

#
を
維
持
せ
し
め
#

ざ
る
も
の
ビ
.信
す
る

一
は
甚
だ
不
可
解
で
あ
る
.
£
_云
ふ
に
歸
着
す
る
。
乍
观
、

是
等
の
法
則
に
依
つ
で
產
業
上
に
偉
大
な
る
活
氣
ど
指

|
::
示
を
受
け
た
る
上
に
”

觅
に
楚
に
隨
伴
せ
る
派
生
的
®

::
藤
が
、
常
に
吾
人
の
S

を
人
ロ
制
限
の
適
當
な
る
手

段
即
ち
道
德
的
抑
制
の
上
に
牽
引
し
つ
、
あ
る
事
^

思

ひ
，
又
進
ん
で
此
_
然
の
光
じ
理
性
に
依
つ
て
指
ボ
せ

'

ら
れ
、

且
つ
天
啓
に
侬
つ
て
«

認
裁
可
せ
ら
れ
た
る
義 

務
に
儼
正
に
服
從
す
る
祺
に
依
り
、

1

切
の
傘
2
惡

を

除

去
し
得
可
&

事
が
砌
明
す
る
.時
は
、
此
反
對
は
撤
囘
.せ 

!

可
し
ど
余
は
確
信
す
る
。
興
敎
の
近
德
家
は
德
行 

の
媒
介
あ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
幸
福
な
る
も
の
は
決
し 

て
地
上
に
於
て
享
受
し
樽
ざ
る
も
の
ミ
な
し
、
_

申
®
 

虛
を
以
て
諸
德
の
第 

一
tt
に
置
き
、
，或
：は
之
を
以
て
他 

の
ー
切
の
德
を
位
含
せ
る
も
の
^
姐
惟
す
る
者
す
ら
あ 

つ
た
，
S

督
敎
に
於
：て
は
吾
人
の
現
在
並
に
將
來
の
幸 

福
は
、
菩
人
を
し
て
：「

層
高
做
な
S

享
樂
を
味
ふ
に

足

:
 

る
者
^

爲
さ
し
む
る
諸
種
の
德
行
の
發
揮
に
依
っ
て
.、

獲
.得
出
：來
る
も
の
ミ
し
で
.ゐ
る
。
'隨
つ
て
®

令
深
it
の

:;
: 

全
體
な
ら
ざ
る
ま
で
も
其
主
要
な
るT

分
枝
た
る
、
1
情
. 

欲
を
理
性
の
栺
導
に
服
從
せ
し
む
る
事
を
ク
最
も
懇
切
•
 

に
勸
獎
す
る
の
で
あ
る
J
vf
J (

M
a
l
t
h
u
s

 : 

A
n

 

E
s
s
a
y

 

o
n

 

t
h
e

 

P
r
i
n
c
i
p
l
e

 

o
f

 

P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
.

 

2
d

 

e
d
;

 

A
s
h
l
e
y
V

 

c
d
.  

p
p'
vo
9
-I
8)

o

即
ち
マ
ル
T
ス
の
辯
明
に
從
へ
ば
、

一
方
に
性
欲
其 

物
を
:*
認
し
他
方
に
道
@

的
抑
制
を
カ
說
す
る
も
何
#

:

第
十
七
#
 

(

姻1

九)

雠

錄

「

人
'0
論
_
1の
哲
證

.'
の
不
可
無
く
、
前
段

の

S

本
的
觀
念
に
合
致
す
る

も

沙 

で
あ
る
。
結
婚
に
對
す
る
欲
求
を
抑
制
し
調
節
せ
ょ
ど 

云
ふ
は
、
決
し
て
此
欲
求
の
み
を
特
殊
的
に
取
扱
ふ
に 

も
あ
ら
ず
、
又
其
自
然
性
を
否
認
す
る
も
の
で
も
無
い
。 

:
.飢
娥
或
は
涸
渴
を
癒
す
る
に
も
*

合
法
的V

J
不
規
則
的 

ビ
の
差
別
が
あ
る
。
其
不
規
則
な
る
も
の
は
自
然
的
法 

則
吡
依
つ
て
處
罰
せ
ら
れ
、
E

に
偷
盜
の
如
&
は
人
爲 

的
法
則
に
依
つ
て
も
併
せ
韶
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
«:
會 

.
が
斯
か
る
處
罰
を
賦
課
し
得
る
itj

の
論
據
は
、
邦
行 

爲
が4

.

般
の
幸
福
を
損
傷
す
る
倾
尙
有
る

を
以
て
で
あ 

,

)

る

:;
°

此
繩
墨
は
他
の
欲
蟹
'
例
べ
ば
結
婚
欲
に
對
し
て 

も
適
用
せ
ら
れ
ね
ば
な
.ら
ぬ

9

思
ふ
に

食
糧
に
對
す
る 

欲
望
に
次
で
、
.
最
も
强
烈
な
る
又
最
も
普
偏
的
な
る
欲 

望
は
結
婚
に
對
す
る
そ
れ
で
あ
る
。
吾
人
が
若
し
人
類 

.
の
.大
多
數
が
不
斷
に
激
甚
な
る
勞
働
に
從
事
せ
る
事
に 

思
を
致
す
時
は
，
假
に
美
味
な
る

食
事
、
温
暖
な
る
家 

屋
、
或
は
黄
昏
の
«

邊
の
削
_

ビ
云
ふ
が
如
き
、
日
中 

想 

，
：

.

.§
0 

|,〇
七



錄

十

七

卷
S

J

.

0

〕

雜

錄

「

人
口
論」

の
贺
學
思
想 

飲
H
ft
1
0 -
八

_

_

1 1
_

1 1

は
最
も
慘
酷
に
減
退
せ
：ら
る
可
し
ど
め
印
象
を
、
肝
銘 

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
，あ
る
：.。
今
結
婚
欲
は
道
個
の
幸 

1
1を
生
み
出
す
素
棘
で
あ
6'
か

ら

ゴ

ド

4
.

ン
の
如
く〈 

3

根
絕
を
»

廣
す
る
は
，®
ょ
b

、
'
其
.强
度
0 .
K

滅
す
ら，1  

不
可
で
あ
る
。
唯
此
欲
键
を
不
！
5
に
：追
求
す
る
時
は
、

.\ 

啻
に
自
家「

身
に
此
幸
福
を
確
保
し
得
ざ
る
の
み
な
ら|  

ず
>
SI
に
累
を
其
儕
輩
並
に
彼
等
の
家
族
に
及
ぼ
し
、
公

|  

共
の
福
趾
を
減
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
。;:
,
是
れ
功
Ti
j

の

蛾

ノ
 

现
に
背
皮
す
る
が
故
に
、
道
徳
的
抑
制
の
必
要
缓
に
生
へ|  

じ
、
且
つ
向
然
の
配
劑
の
巧
妙
な
る
、I,

旦
斯
か
る
不
當 

の
追
求
に
逸
す
る
時
は
、
忽
ち
慘
禍
を
續
凝
せ
し
め
てI  

其
抑
制
を
響
带
す
る
宗
敎
は
神
に
對
す
る
设
怖
に
始 

ま

に

#

す
る
敬
赞
に
終
る
マ」

云
ふ
の
で
あ
る
0 

, 

:加
之
人
ロ
ビ
食
糧
ビ
-0
梢
加
速
度
の
相
違
も
、

マ
ル 

少
ス
に
依
れ
ば
、
地
上
に
人
の
子
を
充
滿
せ
し
め
ん

t

す
る
造
物
'主
の
.自
的
.に
、
最

も
良
く
逾
合
せ
る

も
の
.で 

あ

る

若

し
#

‘沃
な
る
土
地
の
生
產
カ
•か
人
口
の
增
殆 

力
に
優
に
拮
抗
し
得
る
時
は
"
第

一に
人
類
は

贫
瘠
な 

る
土
地
を
開
拓
し
"
或
は
魅
惑
無
き
土
地
に
思
住
す
る 

:

誘
因
を
喪
失
す

る
で
あ
ら
ぅ
。
第
一
一
に
其
麻
業
ど
才
能 

ビ
に

最
も
肝
要
な
る
刺
戟
を

缺
如
し
た

で
め
ら
ぅ
。
然 

る
に
實
際
は
兩
種
の
增
加
カ
に
懸
隔
有
る
が
爲
に
‘、
人 

類
は
是
に
伴
ふ
禍
害
を
惧
れ
て
一
筒
所
に
雲
集
す

る
を 

避
け
、洽
ね
く
世
界
.に
其
猶
族
を
汎
布
す
る
に
至
り
、
又 

典
能
ヵ
を
最
火
限
に
發
»

し
て
文
化
を
增
進
i
t
ナ
餍 

多
數
の
人
口
が
1

層
多
數
の
幸
福
を
享
受
す
る
に
茧
る 

ビ
云 

4
の
で
あ^

(Bonarrop. 

c
r
p
p
. 321-323)。

.

且
つ
マ
ル
サ
メ
の
眞
意
が
人
口
の
減
少
典
物
をi

l

歌 

す

る

に

あ

ら

ざ

る

事

は

、
.:次

の

言

辭

の

明

示

す

る

所

で 

あ
る
。
日
<

、「
論
者
或
は
余
の
著
書
の
究
極
のE

的
は 

人
口
制
限
に
在
り
、/」

な
し
、
fe
K

卵
惡
慘
禍
を
伸
は
ざ 

る

人
口
の
增
加
を
も
、
倚
制
限
す
る
に

如
か
中
S

云
へ

想
定
す
る
者
：有
る
も
、
こ
は
大
な
る
誤
■

に
於
て
、
敢
て
人
後
に
落
ち
な
か
つ
れ
の
で
あ
る

で
あ
る
.。.
言
ふ
ま
で
i

«

余
の
究
極
の
i

的
は
罪
惡
. 

慘
禍
め
輕
減
に
存
し
"
:|
余
の
示
唆
せ
る
：制
眼
は
if
e

目
的 

を
達
成
せ
ん
が
爲
の
、
丰
段
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で 

あ
る
。
遡
性
の
優
れ
し
人
士
に
取
つ
て
，は
、
人
，ロ
に
：對
：す 

る
思
®

深
5
制
限
を
自
然
的
制
限
ビ
看
做
す
a

に
於
て 

は
、：.彼
等
が
全
く
不
滿
不
充
分
：に
思
ふ
所
の
貧
窮
及s

 

夭
折
ょ
り
生
す
る
制
限
を
、
自
然
的
>£
看
做
ず
の
ど
寸 

違
A
差
違
は
無
い
o:

故
に
聰
明
な
る
識
者
は
啻
に
人n

 

を
實
際
減
少
せ
ざ
る
の
み
な
，l

、
'

M
に
そ
れ
が
不
斷 

に
.增
進
し
つ
、
あ
る
狀
飽
を
改
變
す
る
斟
無
し
に
、

一
 

種
の
：制
限
を
以
て
他
.種

，
の

制

限

に

ぽ

«
せ
し
ひ

る

事
0 . 

可
能
な
る
を
容
易
に
悟
る
T'
:
あ
ら
ぅ」

v

 

(M
d

th
u

s
:  

A
p

p
s
d

ix

 

to

 

th
e

u

e
d
.  

o
f  

p
.  

o
f.  

P

し
0

今
前
叙
：の
辯
明
に
依
っ
て
マ
ル
ナ
ス
の
眞
意
を
掬
す 

る
に
:\
被
は
衷
心
、
若
む
そ
れ
が
蔚
さ
れ
る
ガ
ら
ば
、 

健

全

に

し

て

合

法

的

な

る

人

.ロ

 

Iの
增
加
を
希
求
す
る
■

躁
急
淺
;1
の
人
口
增
加
は
慘
禍
S
噫
於
K

f

、
究
極 

に
於
て
.最
も
劣
悪
な
る
樣
式
を
以
て
人
口
を
制
限
せ
ざ 

れ
ば
止
ま
ざ
る
に
依
り
、
極
力
之
を
排
斤
せ
る
も
の
で 

あ
る
。
愛

に

於

て

かL
e
slie

 

S
te

p
h
e
n

は
彼
れ
を
辯
譏 

し
て
5 ;
ふ
>
:
吾
人
は
マ
ふ
ナ
入
を
精
®
す
る
事
に
依
つ 

て
> D

a
r
w

in

に
！不
唆
せ
ら
れ
た
る
進
化
論y

、

マ
ル
ナ 

スS

身
の
所
信V 」

の
近
似
を
考
處
せ
ば
、

一
層
良
く
^

:

れ
の
眞
意
を
會
得
す
る
事
が
出
來
る
思
ふ
。
雨
者
の 

間
に
は
、

I

見
感
知
せ
ら
る 

>
以
上
に
甚
だ
酷
似
せ
る 

も
の
が
あ
る「

人
口
論
0

初
版
は
後
版
に
.倣
1
:せ
ら
れ 

た
る
ニ
章
を
以
て
結
論V

J

な
し
、
彼
れ
の
學
說
の
哲
學 

上
の
應
用
を
彼
涵
し
て
ゐ
る
。
彼
は
此
處
に
云
ふ
"「

現 

世
は
心
の
試
線
の
爲
で
無
く
、
心
を
創
造
形
成
す
る
爲 

の
»

の
偉
大
な
る
過
程
で
あ
.る」

^

そ
れ
は
td
&

e

rの 

M

惟
せ
る
如
く
受
難
の
場
所
に
あ
ら
ず
、
却
つ
て
高
你 

な
る
資
質
が
徐
々
に
發
達
す
る
所
で
あ
る
0.
ゴ
ド
ヰ
ン

笫

十

七

怨(

四
ニ一

)

雜
：
:
錄

「

人
口
論j

の
锊
孿
思
想

第
ロ

彼

i



第

十

七

猪

(

四
ニ
ニ)

雜

錄

バ

人

口

論

J

の
哲
學
思
想

5

1®

1

1
0 .

は
先
にF

ra
n
k
〗 in

の
所
言
を
引
用
し
て
、「

心
は
何
日
か 

物
質
を
支
配
す
る
に
：至
る
：可
し」

ど 
一

K

つ
た
が
"
マ
ル
サ
；
 

ス
は「

神
は
.物
質
を
心
の
中
に
組
み
入
れ
つ
、
ぁ
り」

ど 

爲
す
も
の
で
ぁ
る
。
：.：兩
者
：の
相
違
は
前
者
が
密
惡
を
以 

:て
倘
然
の
過
誤
ょ
り
發
し
、
现
性
に
依
っ
て
除
朱
し

#
 

.可
き
I

の
で
看
做
す
に
對
し
、
後
者
が
之
を
以
て
智
的 

.
活

動
の
カ
强
き
原
因
と
'な
る
肝
.要
な
る
刺
戟
ど
解
す
る
' 

a

に
在
る 

L>t(s
te

p
h

s

 :  

T
h
e

 

E
n
g
H

sh
 

u
tin

ta
ria

n
s
.  

v
o

l.  

II  

p
p
.  

1
6
1
-1
6
2
)
)

畢
霓
マ
ル
ナ
ス
の
主
脹
を
極 

;

め
て
好
意
的
に
"
極
め
て
樂
觀
的
に
解
釋
す
れ
ば
"
第

一 

に
彼
れ
自
ら
が
聖
典
に
啓
示
せ
ら
れ
れ
る
神
意
を
奉
戴
：
 

し
て
.、
健
全
な
.る
入
ロ
の
增
嫩
を
希
盟
す
る
。
第1

.

一
に
母 

然
..の
攝
1 :
は
©

に
此
刺
意
に
紙
»
せ

ざ

る
の
み
な
ら 

ず
、却
っ
て
微
妙
«

る
調
和
を
：示
し
、«

々
の
外
部
的
肉 

.體
的
刺
'戟
を
以
て
、
內
部
的
精
神
的
の
向
上
發
展
を
促
：
 

し
て
ゐ
义
0

故
に
最
後
に
、此
神
の
啓
示
、自
然
'0
刺
戟
ド 

を
.疋
當
に
：理
，'解
'受

容
'1
,;
1:
:

、
：
：
可

及

的

多

數

の

人

ロ

が

可

及
^
:
多
f i
，の
幸
福
を
享
樂
し
#

る
8[
#

の
實
現
に
、
努 

:
力
す
る
事
が
人
生
至
高
の
義
務
で
あ
るw

云
•ふ
に
歸
着 

す
る
。

乍
併
人
類
•か
如
上
の
義
務
を
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
S
 

云

ふ「

罾
爲」

の
問
題
を
1

事
®

人
類
が
如
何
な
る
程 

度
に
ま
で
此
義
務
を
逐
行
す
る
可
能
性
あ
り
や
^
云
ふ 

宿
る
が
ま
，
の

「

在」

|の
問
題
ど
は
、
S

ら
別
個
の
獅 

念
で
あ
る
。

：

マ
ル
サ
ス
の
®
然
神
學
的
自
的
舰
は
或
は 

多
少
の
樂
»

を
許
容
し
一
閃
の
光
明
を
投
ず
る
に
せ 

ょ

、
彼
れ
が
活
社
龠
：の
«
察
に
揲
用
せ
る
功
利
主
義
的 

機
械
觀
ょ
り
來
る
結
論
は
ハ
所
詮
陰
髒
な
る
色
彩
を
離 

脫
し
得
な

，

い
。

询
に
®

は「

當
爲」

を
說
く
に
强
く1%

」 

.■.■.を
說
ぐ
に
弱
き
'^
の
で
，あ
る
.

,是
rt「

人
ロ
論」

の
或
る 

'章
窗
に
餅
叙
の
勿
き
辯
⑴
的
言
辭
の
散
*

せ
る
に
拘
ら 

す

、
倚
其
全
般
ょ
0

享
く
る
印
象
の
甚
だ
陰
慘
な
る
を 

免
れ
得
ざ
る
所
以
で
あ
る
。
マ
ル
サ
ス

の
粗
學
的
M
辨

，
 

の
矛
盾
弱
點
は
愛
に
胚
胎
す
る
も
の
e

私
は
斛
释
す
る

の

で

あ

る

が

、

偷

そ

，れ
は
'
彼

れ

の

挑

利

主

義

忍

想

を

檢 

討
し
た
る
後
に
論
及
す
る
の
が
顺
序
で
あ
ら
ぅo

:
:
0 

:

「

し

■

IE
統
派
經
濟
學
が
'其
成
立
の
當
初
ょ
り
功
利
主
義
哲 

學
ビ
密
接
な
る
關
#■
を
保
て
る
は
，
晚
に
神
々
繰
言
せ 

し
所
：で
あ
る
。
最
大
多
.數
の
厳
大
幸
福
な
る
觀
念
は
、夙 

に
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
胸
*

に
も
深
/、
浸
潤
し
て
ゐ
た 

の
で
あ
る
。

は
云
ふ
、「

若

し一

方
に
，：

IE

然
的
な 

る
も
の
ビ
、
他
方
に
便
宜
或
は
實
利
的
な
る
も
の
ど
の
ノ 

間
は
：牴
觸
を
認
む
る
場
合
に
は
、
ス
ミ
ス
は
常
に
後
^
 

に
左
猢
し
た
。
彼
は
有
益
と
云
，ふ
.'事
の
中
に
、
正
當
ご
云 

ふ
辯
證
を
求
む
る
傾
■

ぁ
っ
た
？
謂
は
ぃ
彼
れ
の
說 

ぐ
所
‘の
.自
然
哲
學
は
、
究
極
に
於
て
功
利
の
基
礎
に
立 

つ
も
の
で
あ
る
。
作
併
'
彼
は
決
し
て
w
s
t
h
a
m
v R

ic


a
rd

o

 :  

及び 

S

の
如
き
意
味
に
於
て
功
利
求
義
者
ビ 

は
云
ユ
を
#
な
い
。
蓋
し
其
思
：索
は
彼
等
の
如
く
に
撒 

底
的
合
理
的
に
あ
ら
ず
、
又

B
e

n
th

a
m

や

M
ill

の
案

ハ
出
せ
る
仗
苦
.の
Ht
J t
^
J
s
ふ
獅
念
は
毫
も
抱
懷
せV

o  

b
 

し
故
で
あ
る
。
羅
竟
彼
れ
の
功
利
の
觀
念
は
、
其
自
然 

哲
學
の
而
紗
を
以
て
蔽
は
れ
代
る
*

か

あ

つ

た」

^

.(H
a
n
e
y

:  

H
is

to
ry

 

o
f  

E
c
o
n
o
m

ic

 

T
h
o
u
d
-
h
t.p

.  

2
1
8
)
0

.

.

.

.

.

.

.

.

: 

:
.
-

 

.

.

.

 

-

況
は
ス
ミ
ス
に
於
て
は
飽
く
ま
で
も
自
然
哲
學
の
色
彩 

.力
濃
厚
で
.あ
る
^
思
.惟
す
る
に
.依
-0\、
必
T
し
も
如
上 

の
.H

a
n

e
y

の
見
解
を
何
等
の
修
訂
無
し
に
許
容
せ
ん 

ド
欲
す
る
も
の
で
は
無
い
が
、
粉
功
利
の
觀
念
が
ス
ミ
：
 

ス
の
思
索
に
重
要
な
る
役21：

を
演
炮
し
は
、
否
む
を
得 

ざ
る
斟
實
で
あ
る
。
而
し
て
此
觀
念
は
、
彼
れ
の
衣
鉢 

を
承
繼
せ
る>

 :

ル
サ
ス
に
至
つ
て
一
層
熾
烈
を
加
へ 

た
。
舉

覚

ス
'
ス
に
於
.て
は
自
然
神
學
的
形
而
上
學
的 

俎
辨
が
強
.く
表
而
に
|1
現
し
、
功
利
主
義
的
觀
念
は
仄 

か
に
裏
面
に
f t
在
せ
る
を
、

マ
ル
サ
ス
に
及
ん
で
は
寧 

ろ
其
反
對
に
功
利
主
義
山
心
想
が
搔
頭
橫
溢
し
て
、

f

 

す
れ
ば
自
然
神
學
的
恐
想
を
掩
蔽
腿
倒
す
る
か
の
舰
を 

S

す
る
に
至
-
^
し
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
は
タ
カ
ア

第

十

七

怨

(

四
こ
三)

-錄

「

人
口
論

」

の
哲
學
思
想

第
三
號



第
5

啤

(

四
.ニ
四〕

.

雜

錄

「

人a

論」

の
哲
學
思
想

ド
ォ
に
及
ん
で
全
然
:®
而
上
學
的
色
彩
^
排
除
し
、

#
 

ら
卑
近
な
る
功
利
の
原
遡V

提
携
す
る
に
.虫る
ま
で 

の
、：
極
め
.て

：B
is

な
る

推
侈
の
..道
程

ど
云
ふ
可
き
で
め

マ
ル
サ
ス
は「

p
a

le
y

に

ー：致

し

て

、「

德
行
は
明
に
造
一 

物

主

が

吾

人

の

支

配

の

，
；卜

^

膣
«

る
素
材
ょ
.り

：
、

人

頟

ー
 

幸
福
の
最
大
多
®

を
抽
出
す
る
に
*

J
 

V
J

爲
し
、
pi 

に
是
に：

加

へ

て「

吾
等
の
自
然
的
衝
動
は
、
抽
象
的
に 

考
虛
せ
ら
る
V

時
は

皆
善
で
'あ
る
。
唯
其
結
果
の
如
何 

に
侬
，
つ
て
差
違
を
生
ず
る
の
み」

<
附
言
し
て
ゐ
る

.
 

彼
は
；
ベ
ン
タ
ム
の
.所

言
に
倣

ひ

て

飢

®

は

、,
そ

れ

が

吾 

人
を
導
び
い
て

他
人
0

肉
片
を
盜
ま
し
む
る
ど
、
自
，己 

所
有
の
肉
片
を
%
は
し

む
る
ミ
に
關

せ
ず
、
そ
れ
自
身 

に
於
て
は
同I

の
も
の
で
あ
る
^

述V

て
ゐ
る
。
彼
は 

コ
ド
ヰ
ン
に
讚
同
し
て
遒
德
)£
:は

「

結
果
の
計
量」

：
を 

意
味
し
、
諸
行

爲

の

幸

福

に

_

ば

す

效

果

を

考

砬

す

る
 

事
k
.
傲
つ
て
、
神
の
意
志
を
發
見
す
を
の
謂
か
で
ぁ
る

第
三
锶 

一
一
ニ

V」

爲
す
も
の
で
*

る
。
即
ち
理
性
は
結
染
を
吆
知
ぐ
る 

能
力
を
與
へ
、
以
て
吾
人
を
し
て
或
る
種
の
固
有
の
、
 

且
つ
實
際
上
改
變
し
雛
3
本
能
を
調
節
す
る
に
至
ら
し 

め
る
ビ
云
ふ
の
で
あ
る
。
楚
等
の
諸
點
に
於
て
マ
ル
ナ 

ス
は
全
然
純
眞
な
る
功
利
主
義
紫
^

其
見
解
を
一
に 

し
？
其
所
說
を
自
明
の
理V

J

看
倣
す
も
の
、
如
く
で
め 

る
し(s

te
p

h
s

:  

T
h
e

 

E
n
g
lis

h

 

u
tiu

ta
r
ls

s

 

v
o

l.II  

nd
p
,」

0

ム
5
7

)

。
|斯
一
し
て
彼
に
從
へ
ば
"「

抑
々
造
物 

|

主
の
意
閫
が
其
被
造
物
の
幸
覦
を
確
保
す
る
に
存
す
る 

「

事
は
"

一
半
は
鹖
書
に
依
り
一
半
は
經
驗
に
依
つ
て
明 

瞭
で
あ
る
0
吾
人
は
f

s

確
な
る
目
的
を
助
成
し 

j
tt
く
て
は

な

ら

な
：̂

。
神
の
侧
^
於
て
の
目
的
論
は
、
 

j
人
間
の
側
に
於
て
は
功
利
で
あ
る
。
功
利
は
道
徳
の
.站 

.準
掠
理
で
め
る
。
功
利
即
.ち
敁
大
多
數
の
最
大
幸
福
な 

:
:る
觀
念
.其
物
は
愦
衡
で
は
無
ぃ
が
ら
、
を
に
自
#
:
t
爲 

:
を
爲
す
事
は
出
來
な
い
。
然
し
を
れ
は

極
め
て
强
く
情 

欲
を
調
節
す
る
。
私
脊
財
潇
制
度
結
«

制
度
抖
他

苔
人

•の
最
も
重
要
な
る
法
德
慣
智
は
、
皆
此
功
利
の
股
型
の 

.變
形
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
動
物
ミ
し
て
菩
人
は 

.自
然
の
命
令
、
即
ぢ
放
縦
な
る
情
欲
に
服
從
す
る
。
然 

•
し
理
性
的
生
物>」

し
て
齊
人
は
、
其
行
爲
の
結
果
を
顧
.
. 

慮
す
る
萃
大
な
る
義
務
を
錢
ふ
も
の
で
ぁ
る
.0 

:其
行
爲
へ\ 

が
自
己
並
び
に
他
八
に
®

惡
を
馓
す
時
は
、
'
斯

が

る

情j  

:

欲
に
耽
溺
ず
る
は「

吾
人
の
地
位
に
適
應
せ
ざ
る
事
、換

I  

雷
す
れ
ば
神
の
意
志
に
合
致
せ
ざ
る
所
以」

を
、正
し
く 

I  

#

得
す
：る
：の
で
ぁ
る
リ
：故
に
道
德
を
迤
奉
す
る
社
會
のI  

へ
1
成
員
€
し
て
、
#

A

は
^

情
欲
の
放
肆
な
：る
追
求
を:|

■

抑
制
し
r
適
當
な
る
方
向
に
轉
向
せ
し
め
、
其
結
^

を

.-
:一
 

财
齊
代
査
定
し
、
.屢
々
功
利
の
.原
理
に
照
應
し
て
其
情j  

欲
の
滿
足
が
«

恧
を
伴
は
.ざ
る
機
に"

又
明
に「

人

類

の

\

,
幸
福
を
助
長
し
神
の
IIW
確
な
る
{T
1
的
を
遂
行
す
る
樣 

‘
に
、
努
カ
す
6
■
習
を
徐
々
に
：獲
#
し
な
け
か
ば
な
ら 

な
い
。
.此
原
理
こ
そ
吾
人
が
神
の
明
不
せ
る
意
志(

即 

ぃ
ぢ
聖
書
}

よ
り
分
離
し
て
、
或
：
情
欲
に
耽
溺
す
な
の
: 

.■李

七

怨

(

四

--
五)

雜
：
.
0

「

人s
lj

の
哲
.還

可
否
を
知
る
可
き
唯
ー
0
試
金
石
で
ぁ
る
メ
陳
つ
て
又 

そ
れ
は
、
自
I然
の
啓
示
ょ
り
览
集
し
得
た
る
近
世
の
I5

T
 

.般
の
规
範
の
中
に
.て
、
.：最
も
確
實
な
る
も
の
で
め
る
U

一
 

，約
言
す
れ
ば
旣
述
の
神
學
的
前
提
，は
、
吾
人
を
带
制
し 

て
其
情
欲
を
調
©

し
啻
に
ほ
Q

の
個
人
的
幸
福
の
み
な 

ら

す

、
進
ん
で
人
類
幸
福
の
最
大
多
觉
を
獲
得
せ
し
む 

可
く
刺
戟
し
て
ゐ
る
。
隨
つ
て
或
る
行
爲
が
一
般
の
福 

别
を
增
進
或
は
減
退
せ
し
む
る
歡
向
は
、
該
行
爲
の
道 

德
的
價
値
.を
決
定
.す

可

き|®」

の

標

準

で

ぁ

る

ビ

云

ふ
 

の
で
あ
る(

B
o
nw.
r: M

a
lth

u
s

 

a
n
d

 

H
is

 

W
o

rk

 

p
p
.  

3
2
6
-
3
2
7
)
。  

.

今
功
利
主
義
哲
學
の
，嚴
密
な
る
乃
式
に
照
ら
し
て
檢 

M

す
る
時
は
、

マ
ル
：f
.
ス

が

其

人

口

制

限

の

猶

類

を

罪
 

惡

慘

禍

並に
道
德
的
抑
制
り
三
雜
に
分
類
す
る
は
不
合 

理
で
は
無
い
^

。
何
に
故
彼
は
殊
：史
に
罪
惡y

j

慘
禍
を 

跖
別
す
る
の
で
有
る
乎
”
慘
禍
を
招
致
す
る
行
爲
はg

■
惡
で
は
無
い
乎
。
否
進
ん
で
功
利
.の
原
機
ょ

云
ふ
時

0 

:

第

三

號

二
 

ニ
ニ



郯

十

七

怨(

四
ニ
六〕

雜

錄

T

人
口
論」

の
哲
學
思

乎
^

の
非
雛
、
又
例
へ
ハ
ば
無
產
兒
性
交
の
如
き
直
接
快 

樂
を
伴
ふ
も
然
も
«

等
の
苦
痛
或
は
'»
禍
を
伴
は
ざ
る 

制
限
を
、
卵
惡
の
列
伍
に
.，入
る
、
は
不
合
理
で
は
®

い

. 

乎
！
 

i

、
.其
他
總
て
斯
か
る
細
密
の 

' 
成
は
？

 

_ 

.に
®

門
的
に
逸
す
る
偷
挪
學
：上
の
.質
疑
に
關
しV

は
、

|

 

::

私
が
論
議
す
る
器
材
で
無
い
ミ
同
時
に
、
本
論
文
の
大
一 

綱
V
J
ff
i

要
な
る
關
係
を
存
し
な
い
.。：
私
は
次
に
利
己
こ
—

:

公
共
の
福
利
S
が
如
何
に「

し

て

階

調

を

保

ク

か

に

就
_ 

き
、

-V
ル
ナ
ス
の
見
解
を
«
^
せ
ん
足
欲
す
る
も
の
で
一 

:あ
る
°
:'
:

：

.

.

.

:
へ
ド
':':ィ
，
”
::
:

,
;
:
.
:
.
.
,
r'
\

.

 ̂

. 

.
:

'

.

;
:

.

ド

.
:
;
:
'\ 

姑
く
ァ
ダ
A

V
ス
ミ
ス
に
從
へ
ば
’* 

-告
^

は
宇
讲
の
：
,
 

，隨
所
に
傲
も
巧
妙
な
る
nf
e
.計
を
弄
丨
て
へ
羊
段
^
其
達 

成
せ
ん
ヾ

」

す

る

卩

，的'も
を
合
赵
せ
し
む
る
，u

^
r;
'

«
fi
v
f 

.を
_

収
す
る
摩
が
出
冰
る
へ
1"
出「

し
保
,4>

ビ
秘
の
沉
亦
、

站
れ
自
然
が
總
，て
の
生
物
の
作
成
に
'方
つ
て
志
望
セ
る
..

想
へ
,:
: 

第
3
蹲

ニ

四

‘

ニ
大
目
的
で
：あ
る
。人
*

は
.'此
目
的
を
欲
求
す
る
：念
ど
、 

是
に
背
馳
す
る
も
®;
を
嫌
忌
す
る
念
ヾ」

を
、

併
せ
賦
與 

せ
ら
れ
て
ゐ
る
.
.V生

の
.愛
着
皮
死
0
恐
怖
、
秫
の
永
續 

恆
存
の
希
求
^

其
絕
滅9

嫌
忌
楚
れ
皆
天

)«
の
«
®
 

で
あ
る
。
双
し
菩
人
は
斯
の
如
く
上
記
の
目
的
に
»
す 

る
至
大
な
る
欲
念
を
賦
與
せ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
、
此
目 

的
を
速
成
す

可
き
適
_

な
る

手
段
の
發
兑
に
就
い

て 

は
、
綏
漫
不
確
實
な
，る
现
性
の
決
斷
に
は
赛
ね
ら
れ
て 

ゐ
な
い
。

然
は
塊
ら
本
源
的
且
つ
i t
接
的
本
能
に
依 

つ
て
、
菩
人
を

是
に
»

く

の
で
あ
る
。飢
御
'
兩
性
間
の 

怙
欲
、
し
快
樂
の
愛
好
、
.苦

«

め
恐
怖
"
足
等

が

自
づ
か 

6
逾
常
な
る
平
段
を
採
擇
せ
し
め
る
。
而
し
て
該
小
段 

.が
”
避
：に
依
つ
て
備
大
な
るs

然
の
神
の
達

成

せ
ん
匕 

企
圖
し
/•
£
ふ
慈
愛
■
さ
因
的
に
及
ぼ
す
效
舉
に
關
し
て 

は
、\
問
は
毫
も
考
成
し
なS

の
で
あ
る」

匕(
s

lh
:  

T
h
e
o
ry

 

ot IV
IO

ral.  

sft
n
t
i

m
e
nr-
ps.
 

B
o
h
n
's  

L

o-ra
jy

.  

r
lo

^

又
日
く「
各
人
は
他
の
何
人
よ
b

も
诌
己
を
^
る

に
遙
に
適
當
で
あ
る
か
ら
、各

人

は

然

に

依

つ

て

、
第 

1

に
Ja
つ
主V

し
て
、S

I

分
防
#

の
愛
«

を
慫
想
せ
ら
：
 

れ
る
”の
で
あ
る
ノ
仑
れ
故
に
維
し
^!
他
の
何
人
に
_
す 

る
别
ょ
り
も
避
接
印
己
に
關
與
す
る
事
项
に
對
し
て
ば 

龜
に
大
な
る
興
味
女
覺
ゆ
る
も
の
で
お
る
。
楚
ヾ
し
同
樣
:' 

に
0

然
は
、
字
祈
0 ;
諸
市
象
を
考
察
す
る
事
を
以
て
人\ 

類

の

.
主

要

の
賢
務

ど
ゆ
せ
す
、
却

っ

て

備R
之
を
時

 々

0:
®:
安
事
^
せ
る
に
過
^
;
>̂,い

。
：
人間
の
主

要
'の

寶

務j 

は
、，，彼

れ
向
身
0

.
ロ

常

注

沽

の

事

项

を

處

理

す

る

に

ま

| 

る
V
i

然
も
幸
に
し
て
人
卯
は
、
斯
くS

己
の
利
益
の
み 

を
W
ら
追
求
す
る
間
に
，、
目
に
^
る
能
は
ざ
る
手
の
誘 

導
：に
侬
つ
て
全
然
彼
れ
の
企
圖
せ
ざ
る

因̂
V

,即

ち

公
. 

典
の
；福
趾
を
增
迤
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
'人 

.

間
が
最
初

i 
K
y
故
意
に
.公
共

:0
觀
舰
を
目
^

し
て
之
を 

爲
A
ば
、
決
し
て
斯
か
ざ
好
龉
來
を
招
徠
し
な
か
つ
れ
；
 

で
あ
ら
ぅ」

ビ

(B
o
n
a
r  :  

p
h
ilo

s
o
p
h
y

 

a
n
d

 

p
o
litic

a
l  

E
c
o
n
o
m

y
.  

2
d

 

e
d
.  

p
p
.  

1
6
2
- 1

6
3
)
。

第
十
七
泡

c

四
ニ
七
；> 

雜

錄

「

人
|:
]
論」

の対舉

吾
人
は
^

6
類
似
の
.思
想
を
マ
ル
ナ
ス
に
於
て
a

W
 

;
す
事
が
出
來
る
。
彼
れ
も
亦
利
己
S
公
益
^

」

の
調
和
を
；
.

茵
然
の
妙
機
に
歸
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
爲
ら
く
、「

其

：

. 

:,總
て
の
業
纖
の
上
に
滿
ち
溢
る
、
溆
智
を
示
現
せ
る
大
，
ぃ 

段
然
の
創
造
主
は
、
：：此
I.

H-J題
を
も
決
し
て
一
般
的
結
來
'.
;」

：

.

の
考
處
ぞ
沄
ふ
、
冷
淡
に
し
て
且
つ
役
機
的
な
る
手
段
，

I :
委
ね
&
事
を
し
な
い 

< 
命
愛
心
を
博
愛
心
ょ
り
も
比
丨 

較
に
な
ら
ぬ
®

强
烈
に
す
る
離
に
侬
つ
て
，
_

は
蔽

 ̂

吾
人
を
驅
っ
.て
人
類
の
種
族
保
存
に
必
要
不
可
缺
な
る
,

:
: 

j

行
爲
を
、
嫌
應
'無
く
爲
さ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
若
し 

生
れ
出
づ
る
總
て
の
人
の
子
に
充
分
な
る
資
料
を
給
付
.

: 

:
し
得
る
な
ら
ば
、
疑
も
無
くs

は
.他
に
施
與
甘
ん
e
す 

\

る：

欲
望
プ
%

己
を
扶
持
せ
ん
ご
す
る
欲
紫
じ
を
、
同 

:
t
程
度
に
熱
烈
な
ら
し
め
^

で
あ
ら
ぅ
。
然
し
现
聆
の
へ 

;'
:
事
愦
は
楚
ヒ
相
反
兮
る
に
侬
り
、
彼
は
先
づ
各
個
人
が 

K
第
一
の
目
的V」

し
て
彼
れ
-：1
3身
0
安
今
：̂

幸
福
、
並 

::'
;.;
に
自
已
ど
直
接
の
關
係
冷
る
者
の
安
全w

幸
福
S
を
姐

S
 

0
^
0 

1

5
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四
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嫌

錄
，

「

人
口
論」

の
哲
舉
淑

求
せ
ん
_

を
命
令
す
ゐ
6 

,而
し
で
其
範
圍
が
縮
小
じ
有
き
_ 

效
な
る
援
助
を
與
ふ
る
力
が
增
大
す
る

に
從
つ
て
、

其

—  
.

.

. 

.
 

. 

I
 

I 
■
 

'
 

: 

; 
. 

....
 

.

與
ヘ
ん
ヒ
す
る
欲
盟
も
同
時
に
增
大
す
る
ヒ
見
る
は
抑 

ば
絕
妙
の
配
劑
で
あ
る
e
例
へ
ば
典
兩
親
の
扶
助
ど
保 

識
を
要
請
す
る
權
利
を
特
て
る
子
女
に
.對
し
て
は
、
雨

|  

親
の
情
愛
は
殆
ど
出
愛
に
等
し
く
强
烈
な
る
を
常
を
す
一 

る
;.
-.親
子
の
中
に
於
て
は
僅
少
の
變
則
の
場
合
を
除
さ
V 

j  

最
終
の
一
食
も
尙
等
額
に
分
配
サ
ら
れ
る
.で
あ
ら
ぅ
U 

.
-此
賢
ti
i
jな
る
攝
理
に
依
り
、
，如
何
に
無
智
な
る
者
？

, 

0

不
‘知
不
謙
の
^

i:
:
全
®
の
幸
福
ゼ
增
進
す
る
に
至
る 

の
で
あ
?

、
若
し
彼
等
の
行
爲
の
主
耍
の
動
機
が
_

\ 

愛
に
ぁ
！

假
宠
せ
ば
彼
等
は
全
然
此
目
的
の
達
成
に
：
'. 

失
脚
す
る
で
あ
ら
ぅ
，
洵
に
1«
愛
を
以
て
行
爲
の
不
斷|  

の
大
な
る
源
泶
た
ら
し
め
んW

欲
す
れ
ば
、
.'原
因
ど
結 

來
&

し
煨
も
完
全
な
る
知
識
を
耍
す
可
ぐ
、
隨
つ
て
ー 

そ
は
唯
神
に
の
み
期
待
し
#

可
き
*

で
あ
る
。
若
し
人 

«

の
短
見
を
#

て
敢
て
之
を
行
は
ん
も
欲
す
れ
ば
、
そ

/M
: 

第

三

號

ニ

六 

は
S

な
る
過
誤

に
®

K
V、
文
明
社
#
の

_

«
な
る

旣
. 

墾
地
は
須
叟
に
し
て
貧
窮

^
混
亂
と
の
荒
凉
た
る
場
最 

€

化
す
る
で
あ
ら
う

」

ご

(
IV

T
althus  :  

A
p
p
e
n
d
ix

 

to

 

th
e

 

3
a

e
d
.  

o
f  

th
e

 

R

 

o
f  

p
.  

A
s
h
le

y
w

e
d
.  

1
1
4
-
1
1
5
)0

，即
ち
マ
ダ
サ
ス
に
於
て
は
自
己
の
幸
福
、
自
己
の
救 

.

濟
を
以
て
最
緊
急
事V

T

な
す
は
"各

，：：！：

の

獨

立

心

實

任
 

感
を
鈹
舞
し
、
社
會
の
窬
食
者
を
減
退
す
る
所
以
で

ぁ 

る
。
假
に
他
人
に
興
へ
度
き
欲
紫
^E

己
に
與
へ
度
き 

欲
望
ビ
が
均
等
^
り
し
£
す
れ
ば
、
人
類
は
*1
:
會
の
全 

成
員
に
對
す
る
生
存
資
斜
を
準
備
す
る
¥
業
に
當
る
を 

得
な
か
つ
た
で
ぁ
ら
う
。
然
る
に
實
際
は
各
成
員
が
全 

成
員
に
對
し
て
生
存
資
料
を
準
” 

1

す
る
事
が
不
可
能
な 

れ
ば
こ
そ
、
全
ザ
員
が
先
第 

一：に
m

己
の
爲
に
準
備
す 

る
傾
向
を
生
じ
た
の
で
ぁ
る
。
傅
愛
心
がs

愛
心
ょ
う 

も
强
大
な
る
事
を
蹿
人
に
希
求
す
る
が
如
さ
は
、
S

 

社
會
の
全
成
員
を
し
て
社
曾
ぬ
.寄

禽

者
/2
ら

し

^
、
相

率
ゐ
て
窮
乏
の
淵
に
轉
落
せ
し
め
ん
ど
欲
す
，る

も

の

で

:
で
あ
る
。
然
る
に
一
旦
紳
學
袖
色
彩
を
是
k

加
味
す
る 

あ

る
!;
-
か
の
ゴ
ド
卄
ン
の
抱
懷
せ
る
-か
如
き
4 :
存

權

幸

時

は

、
此
雛
關
は
容
晶
に
炎
破
す
る
®

が
出
來
る
。前
述 

繭
追
求
權
等
を
枭
認
し
フ
利
已
の
代
り
に
他
愛
を
以
て
の
.如
く
ア
ダ
ム
o
ス
ミ
u

i

マ
ル
サ
ス
も
共
に
利
己
ょ 

原
則
.？
す
る
社
會
の
實
规
は
、
何
建
の
防
遇
無
し
に
激
ン
り
公
益
に
通
す
る
道
を
神
の
攝
迦
自
然
の
妙
諦
に
歸
し 

衔
す
る
人
口
に
充
分
な
る
先
存
資
料
を
給
付
し
得
る
狀I

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
乍
併
、
斯
か
る
典
通
頫
似
の
思
想 

態
ゼ
假
想
せ
ば
洵
に
理
想
め
極
致
に
相
逄
無
き
も
、

®
 I

を
抱
有
せ
る
に
拘
ち
ず
、
倚
終
局
に
於
て
前
者
が
樂
觀 

實
の
事
情
に
照
應
す
卜
ば
、-
规
竟
，

一

片
の
空
夢
に
過
ぎ
；

I

的
f t
極
的
色
彩
の
顯
著
な
る
に
對
し
、
後
潑
が
悲
觀
的 

す
、
又
假1

,

實
現
す
る
史
も
."西
害
有
つ
で
一
利
無
き
もI

消
極
的
色
彩
を
拂
拭
I
得
ざ
ヶ
し
事
を
看
過
し
て
は
な
. 

の
で
あ
る
.0
故
に
利
己
を
以
て
第4

.

義

せ

る

抱

然
b
 

|

ら
^

い
。
そ
は
ゴ
ド
吵
ン
の
空
想
を
擯
斥
す
'る
マ
ル
サ 

.

攝
.理
に
，順
應
す
る
：事
.•か
、
人
類
に
許
^
,
れ
た
る
'限
度
に
.I

.

ネ
韵
身
が
、
：如
何
な
る
«

會
を
可
能
的
最
善
の
狀
態
£
 

於
て
、，
公
共
の
福
趾
を
皙
進
す
可
.き
最
提
徑
で
あ
る
ビ\

m

惟
せ
る
乎
。
又
此
狀
態
に
逹
す
る
雞
揚
に
關
し
、
什 

へ
云
ふ
の
で
あ
る
。
，：
，；'
:
:
:
:
.「

.：'ソ 

I

麼
の
信
念
を
保
持
せ
る
か
を
見
れ
ば
自
ら
闕
明
せ
ら
れ 

「

V

從
來
劝
利
主
義
哲
學
に
對
じ
，て
加
：へ
’ら
れ
た：

る

最

も.1、

る
で
あ
ら
ぅ
C 

:

有
力
な
■ス
-非
雛
の一

は
、

:li
t
學
說
の
出
發
點
た
る
：
S
 
一

;
:
五

A
S

己

：の

爲

に

」

，
：&

&』

。「

式
§

を

:>
ヾ

」

去

ふ

觀

念

.

マ
〃
ザ
ス
は
現
存
社
會
組
織
の
下
に
全
成
員
が
完
全 

ょ
；K

:
其
.理
想
ビ
す
る
..

「

各
人
.全
職
^)
;,
爲
.に

.

」
」

：
ぐ.

e
a
c
h
.

に
道
德
的
抑
制
を
遵
守
す
る
#

を
以
て
、
吾
人
に
許
容 

fo
r  

a
i

て

^

云
ふ
觀
念
へ
通
中
る
架
橋
の
缺
如
せ
し
事
せ
ら
れ
れ
る
现
想
の
境
地
と
看
做
し
其
縮
圖
を
展
開
し 

節

十

七

饴S
1

1

九)

：
雜

錄

义
ロ
論j

の

哲

學

思

想

:*
S

蘇 

一
i
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四
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雜

.錄

「

人
口
論」

の
篁

て
^

^

、』

試
に
各
個
.
.人
が
|古
代
の
最
も
聰
明
な
る
.哲
人 

.が
自
然
の
法
則
ょ
り
抽
：出
：し
、
某
督
敎
の
聖
典
に
依
つ 

て
1

接
敎
示
せ
ら
れ
且
つ
權
威
有
る
裁
可
を
與
へ
ら
れ 

/2
る
諸

般

の
義
務
を
嚴
毋
に
遂
«

し

、

以

て

各

自

'
の
幸

そ
は
吾
人
が
現
作
す
る
ど
は
茈
だ
異
れ
る
場
最
を 

華
す
る
で
あ
ら
う
0
如
何
な
る
行
爲
ビ
雖
即
刻
一
時
の 

情
欲
を
滿
：足
せ
し
む
る
代
>

に
_、一
 

聪
極
の
苦
痛
を
加
重
.；
 

す

る

惧

れ

あ

る

心

の

は

_

務

の

鹚

犯

€
«

_

^
れ

る

で
 

あ

ら

う

：

隨

て

何

人

も

如

何

^
熱

烈

な

る

戀

情

に

驅

ら 

る
、
.も

、
，
僅
々
二
人
の
子
女
を
挽
持
し
能
ふ
收
入
を
以 

て
四
2£
人
の
子
女
を
支
持
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
如
き
地 

位

に

其

身

を

遛

く

事

は

無

い

：で

あ

も

5

。
,若
し
|1
1
心
傲
架 

き
©

欲
が
一
般
の
採
用
す
る
所
な
ら
ば
、
勞
動
の
他
ハ 

給
を
|^
沙
し
6
然
其
^
格
を
雕
貴
す
る
..で
.あ

ら

う

。
.結 

婚
延
湖
の
期
間
は
一
個
人
の
欲
^
を
充
e

す
る
に
足
る 

以
上
の
貯
蓄
を
爲
し
、
且
つ
誠
實
勸
儉
の
美
德
を
涵
養

f

 

, 

§

M
 

ニ

A
- 

:
す
る
#

に
：費

さ

れ

、
久

し

か

ら

中

し

て

結

果

の

#
®
* 

く
婚
姻
し
得
る
に
至
る
で
あ
ら
-ぅ
。
此
種
の
消
極
的
制
：
 

：

■限
の
作
用
は
、
假
令
人
□

の
ぞ
»

の
增
加
が
持
績
す
る 

ど
も
常
に
之
を
食
糧
の
限
度
內
に
抑
|1
:
し
、
勞
m

の
騰 

貴
に
眞
實
に
馏
値
を
與
へ
、
又
勞
働
者
が
結
婚
以
前
に 

，貯

蓄

し

た

る

金

額

は

、
.
か
の
勞
銀
の
强
制
的
騰
t

、
或 

は
敎
龆
の
«

斷
な
る
施
與
0
:
如
く
に
其
1

額
£

典
範
1|
!
. 

ど
の
僻
大
'す
る
；に
隨
つ
て
|
«
生
@
資
料
の
騰
敎
を
泮 

一
ふ
が
匁
き
弊
は
紙
い
で
あ
ら
パ
フ
。
斯
の
如
：く
勞
跟
は
®
 

■'
.
,に
：大
家
族
を
支
持
す
る
に
足
り
、
夫
®

は
緊
急
W

に
備 

\

ふ

る

額

ど

貯

金

し

得

る

を

以

て

、

總

て

0

1
儋
た
‘る
亦 

I
,

貧
は
社
#

ょ
り
驅
逐
せ
ら
れ
、
成
は
®
 
く V

J

も
如
何
な 

ノ

る
深
慮
先
見
も
^

此
ば
ざ
る「

不
幸
に
滔
れ
る
人
の
み
に 

限
ら
れ
る
で
あ
ら 5

」 >
J(M

s
ltjlu

s

 :  

o
p
.  

c
r2

d

 c
d
.

•>
s
h
l
e
yw
n)
d. p

p
.  

1
0
0
-
1
0
1
)
。

,

划
ち
人
爲
的
の
慘
禍
观
惡
舉
は
假
に
根
絕
.し
得
.る
に
し 

て
も
、

0
r

ル
ケ
ス
：の
ff
l
想
社
會
に
於
て
は
贫
富
0
1'

隔
"
地
位
の
不
平
等
は
他
然
S

し
て
存
•■仕
す
る

り

でめ

繞
す
る
多
く
の
囷
_

«
る
を
.知
り
、

1

の
目
的
を
速
せ 

る
。
加
ふ
る
に
其
實
現
の：

可
能
性
に
關
し
て
も
、
亦
斷
、

ん
^
し
て
屢
々
.他
の
0
的
を
失
し
、
社
舍
の
或
る
部
分，

..

, 

•
•
•
• 

, 

-

V

、、
 

.

.
I 
-

-

-

--
-

乎
だ
る
信
念
を
缺
如
せ
る
«
,
か
あ
る
。
.彼
は
其
學
說
が
は
謙
速
の
進
步
を
爲
せ
る
も
他
の
部
分
は
比
較
的
停
滯
；
： 

悲
視
的
傾
向
を
高
調
す
.る
：
ビ
の
：非*

を
嫌
忌
ず
る
の
餘
せ
る
事
を
知
り
、
彼
は
不
斷
に
此
失
敗
に
對
す
る
瞥
戒 

極
カ
辯
明
を
試
み
て
ば
ゐ
る
。“
.即

ち「

假
令
將
來
一
を
怠
ら
ぬ
。
か
、
る
失
敗
は
絕
蕻
を
作
ら
す
に
■

知
識
. 

を

刹

斷

し

得

る

啦

ー

：の
1|
«

た
る
過
去
0
膝

史

の

追

想
|
:
を
作
り
、
彼
れ
：の
熟
獄
を
01
也
せ
'ず
し
て
却
つ
て
楚
に 

が

、
：
社

龠

の

根

本

的

改

善

め

沏

待

を

殆

ざ

歪

能

な

ら

.

..一

 

層
賢
B
t t
實
な
る
指
針
.を
與
人
' 
其

入

類

に

關

す

る

: : 

し
む
る
も
、
余
は
寧
ろ
人
類
の
根
抵
に
深
く
®

め
る
a

Ja
解
を
廣
澗
な
る
一
般
的
根
據
の
上
に
築
き
、

一
部一 .  

H
,
;: 

々
の
脚
麵
は
、
其
天
性
：'0
.遊
惰
を
叱
正
し
其
才
能
を
助
.

席

：の
挫
折
：に

侬

つ

て

其

見

解

を

掰

す

る

が

如

き

辦

は

無

： 

長
し
其
精
舯
を
激
»
善
.化
す
る
爲
に
存
在
す
る
も
の
ミ|

い
’

あ
ら
5
'
.

假
.介
颓
廢
的
峙
代
に
.在

り

て

も

恐

ら

く 

職

釋

し

：た
，い
。
中

芷

の

意

见

の

抱

懷

者

は

厭

世

家

の

:如

彼

は

.
1
方
に
罪
惡
が
存
.在
频
皴
す
る
€
等
し
く
他
方
.に

:: 

，く

絕

望

に

走

り

易

き

も

，の
：で
.は

無

い

。
：彼

は

：
.

「

層

穩

當

：|
,
善
:^
%

實

在

齊

及

：せ
る
を«
信
し
、
最
後
に
莖
る
ま
で
：
;;
;
:
:
: 

な
る
沏
待
を
保
持
じ
て
ゐ
る
。
最
善
.：の

社

會

狀

賴

ど

最

|

，
過

丧

の

歷

史

が

"
其
怦
へ
る
總
て
の
反
證
に
も
枸
ら
す
、

:.
.!::
ハ. 

寒
0
を
れ
ど
0
比
較
、
; ,
並
农
現
在
最
善
の
狀
態
に
在
る
.何
明
^
保
證
す
る
|
か
に
见
ゆ
る
所
の
社
會
改
善
の
5£
;
::
:」 

i
の
も
®
進
ん
で
向
上
；の
餘
地
あ
り
^
爲
す
明
確
な
る
へ

し
き
所
信
を
改
め
な
^

で
あ
ち
ぅ」

k

述
べ
て
ゐ
る 

,
:
_
類
推
は
、
不
斷
に
彼
れ
の
精
»
に
最
大
の
忍
耐
を
.鮍

舞(M
a
lth

u
s.:  A

p
p
e
n
d
ix

 

to

 

th
e

 

% 

ed
.  

A
sh

le
y
's  ed.

'.
'
す
る
に
足
る
豫
骐
を
送
令
で
あ
ら
ぅ
デ
彼
は
人
間
を
圍p

p
,I 2

2
-£ 2

3
>
。

_

笫

ナ

七

卷(

四
三
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第

十

七

卷(

四
.三
.ニ)

雜

錄

「

人
口
論」

の
辟
學
1 

私

は
^

上
の
»

驳
1:
も

拘
^

す

、
_你
其
言
外
に
マ
ル 

サ
ス
の
凝
餺
な
る
色
調
を
«
如
せ
ざ
る
能
は
ざ
る
も
の 

で

あ

る
。

n
ン

ド
ル
セ
：
ィ
ぱ
：歷

史

を

十

時

代

に

劃

し

人 

心
の
進
光
を
以
て
其
典
通
的
事
實
ビ
看
^
し
へ
ゴ
ド
ヰ 

ン
.又
人
類
の
完
全
性
を
以
て
自
明
の
理
ビ
爲
し
極
め
て 

前
明
に
现
想
社
會
の
到
來
を
確
信
せ
る
に
比
す
れ
ば
、

マ
ル
少
ネ
は
過
朱
に
諸
惡
0
蟠
蜗
を
認
め
、
前
途
に
不 

测
の
雛
關
を
.豫
想
し
々
其
見
解
R
霄
壊
の
杆
格
を
存
し

，
 

て

^
石

彼
は
菩
人
の
努
カ
を
激
_

は
す
る
が
、
：窮
.極 

の
效
果
を
約
定
す
る
點
に)

於
て
瞹
俅
で
あ
る
。
_

れ
が
パ 

A

ら
勸
獎
す
る
遒
徳
的
抑
a

の
普
及
に
、
自
ら
疑
念
を
.:
' 

保
持
ぜ
る
辦
は
後
に
«

言
す
る
。
畢
寛
私
は
.マ
ル
サ
ス
': 

に
於
て
見
性
悟
道
の
H
味
境
：に
悠
避
す
る
超
人
の
怡
樂 

ょ
り
も
、
寧
ス
荆
棘
に
傷
き
茏
礫
に
轉
迭
し
つ
\

符 

E

的
に
向
つ
て
精
進
す
る
求
道
者
の
苦
#
を
見
出
す
も 

の
で
あ
る
。
彼
は
道
德
的
抑
制
の
介
入
に
依
つ
て
见
想 

に1

大

轉

機

を

劃

せ

稱

す

る

も

、
そ
れ
は
單
に
第

濯
 

f

:
號 

一
二
〇》

一
版
の
^
說
に
比
較
し
て
慶
爵
な
る
色
彩
を
緩
和
せ
り 

.

ど
云
ふ
に
止
ま
り
、
決
し
て
之
を
一
掃
し
た
の
で
は
無 

い
。
成
る
程
彼
は
人
ロ
の
興
迫
が
人
智
の
進
步
を
刺
戟
. 

'
す
る
も
の
ビ

m心
惟
す
る

®
に
於
て
は
、
通
常
解
釋
.せ

ら
 

I
.

る
V
如
き
消
極
論
者
で
は
無
い
が
> 
你
且
つ
其
言
僻
を 

|
借
り
て
去
へ
ば
、人
類
は
結
局「

幸
福
ビ
慘
»
の
間
を
搖 

1

';®

し
、
凡
ゆ
ろ
努
力
0

後
依
然
其
愤
愦
す
る
目
標
ょ
り 

遥
遠
の
距
離
に
停
ま
る」

も
の
ど
の
見
解
は
遂
に
其
胸 

|

奧
ょ
6
消
失
す
る
事
無
か
6

し
も
の
ど
想
定
す
る
が
策 

I
'

當
で
あ
る
.
私
が
先
に
マ
^
サ
ス
のS

然
神
學
的
目
的 

觀
皮
、
其
功
利
主
義
的
機
械
觀
ど
を
對
峙
せ
し
め
、
兩 

一
者
の
間
に
掩
ふ
可
か
.ら
ざ
る
空
隙
有
り
ざ
®
做
ゼ
る
理 

由
は1

に
愛
に
存
在
す
る
，の
で
あ
る
が
、
次
に
彼
れW

 

其
前
後
の
哲
人
％
の
忍
索
を
_

比
す
る
事
に
依
つ
て
、：； 

I

層
這
般
の
消
息
を
明
示
し
た
い
^
俎
ふ
。

;

六

:

Q
i
f
f
e

 

J
L
e
s
H
e

が

ア

ダ

ム

•

ス
ミ
ス
の

1

想
：の
淵
原
を

.

.論
評
し
.
.て
、『

若
し
大
自
然
の
法
則
は
調
.和
k

滿
つ
艺
.の 

古
# :
5
5:.觀

念

が

，别
學
W
舰
.念
を
^
入
す
る
樹
無
か
h
v 

せ
ば
ご
彼
れ
の
哲
舉
は
決
し
で
然
ぐ
樂
舰
的
な
る
&

 

な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
。
備
太
に
し
て
仁
慈
に
^

め
る
^
 

能
の
刺
が
火
S

然
の
M

て
，，の
運
10
;

を
指
»

し
、
且
つ
■是 

に
：依

つ

て

：常

に
幸
福
の
可
能
的
最
大
量
を
⑽

#

せ
ん
事 

を
期
す
る
も
の
ヒ

の
舰
念
あ
れ
ば
こ
そ
、
始
め
て
ス
ミ 

ス
は
人
類
.の
自
然
的
性
^

並
に
.利
己
的
感
情
の 

る
活
動
ょ
り
生
ず
る
結
采
が
^
經
濟
止
有
益
で
あ
り
公 

IE
で
! ^
る
^

の
思
想
を
徹
底
的
に
普
偏
化
す
る
を
得
し 

も
の
で
あ
る
ビ
云
へ
る
は
彳
陶
に
正
鵠
を
樂
て
る
至
言 

で

あ

る

(
C
M
e

 

L
e
s
l
i
e

 :

iws
s
a
y
s

 

in, 

p
o
l
i
t
i
c
a
l

 l
a
n
d

.ビ

欲

す

芯

爲

に

、

屢

々

S

歸

鈉

的

苈

资

の

對

象

を

自

論 

に
® :
な

る

も

の.に
の
み
限
屌
し
た
ど
の

#

雛
U

あ
る

が
、
そ
は
彼
れ
のg

照
の
遛
度
郛
物
に
對
す
る

非
雛
で

あ
つ
|て
、
斯
く
し
て
柳
成
せ
ら
れ
た
る
彼
れ
の
學
說
0

體
に
は
プ

#

く
共
自
然
神
舉
的
舰
念
^
歸
納
的
實
證
的

結
論
ど
の
關
す
る
限
6

に
於
て
は
、
何
等
論
现
上
の
矛

盾
は
無
い
の
で
あ
る
0

次
に
マ
ル
サ
ス
の
終
生
の
論
敵
た
b

し
ゴ
ド

ヰ
ン
は

如
何
ビ
云
ふ
に
、
彼

は

C
a

lv
in

派
の
神
學
覩
を
遵
奉

す
る
も
の
で
あ
る
。
即
^o

神
は
理
性
で
あ
^
/
現
世
に
は

神
の
，豫
め
定
め
た
る
因
粜
離
に
依
る
必
然
的
の
宿
命
が

有
る
"

神

の

王

國

は

道

德

的

典

產

主

義

で

あ

る

€

，
.見

.

.

.

.

.

-

.
: 

■
■
:
::
' 

■ 

' 

)y 

:

-

M
o
ra

l  

p
h
ilo

s
o
p
h
y
,  

p
,:2

6
V
。：

換
言
す
れ
ば
ス
ミ
ス
の\

 :

解
を
保
持
し
、
a
會
の
歷
史
的
觀
察
を
以
て
無
用
ど
爲 

自
然
_

學
的
觀
念
は
、
其
活
社
會
の
?

察に用ゐたムし、

*

其S

理
的
觀
察
の
み
が
一
層
高
你
で
ぁ
_
> 
一
/& 

歸
納
的
考
究
の
結
染
が
樂
觀
的
衝
極
的
な
る
.|に
依
り
、

本
質
的
に
重
装
な
る
も
の
^
考

へ

た(M
a
x

 

B
e
e
r:  A

 

.̂■め
.で
整
#

た
る
班
路
を
保
^ :
す
る
；の
で
.あ
.る
。
成
る 

H
is

to
ry

. of.  B
riti.sh

.  

s
o
c
ia

lis
m

*.  V
O
L

 

I  

:>♦  

o
c
^

^ f 

.程
ス
ミ
.ス
.は
其
目
的
»

^
機
械
»

ゼ

を

調

和

せ

し

め

ん

く

し

て

彼

は

理

性

，の

萬

能

ど

人

類

の

完

全

性

W

を
高
調 

笫

十

七

卷c

四
三
：1

0
_

'

錄

r

人
口
論」

の
哲
學
思
想
 

0
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ニ
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.第

す

七

卷(

四
三
四)

」

雒

錄

：「

入
口
論」

の
哲
®

し
、
此

極

端
な
る
樂
舰
的
見
地
に
立
：つ
て
這
ニ
無
ニ
其 

論
步
を
進
め
た
。
隨
つ
て
其
理
想
は
餘
ヶ
に
空
想
に
逸 

し
幾
多
の
紙
If
を
具
備
せ
る
も
、
，你
典
神
學
的
*

念

-S
レ 

樂
舰
见
想
ど
は
決
し
て
階
;«
を
破
つ
て
は
ゐ
な
い
。

.然
る
に
マ
ル
ナ
ス
に
於P

は
.是
ビ
趣
を
興
に
す
る
o 

\ 

:

啻
に
彼
れ
の
許
容
す
る
_

能
的
最
善
の
11
:
會
の
態
樣
自.

I  

體
；が
你
若
干
.の
暗
影
を
ご
^

む
る
の
み
« :
ら
^

、
此

厌

I  

藤
紀
到
達
す
る
道
程
に
於
て
も
、
»

多
の
«
»J
0
伏

在

|  

:を
豫
想
し
多
量
の
危
惧
を
包
藏
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
^

\ 

る
程
ス
ミ
ス
が一

方
に
利
己
心
を
母
認
し
乍
ら
、
他

方

j  

に
其
公
共
の
福
趾
を
謂
掼
す
る
に
至
る
時
は
：是
れ
が
自
一 

©
を
^

求
せ
る
®

が
、
決
.し
て
自
家
描
翁
で
は
無
い
のj  

と

^
し
ぐ
？
マ
ル
ナ
ネ
が
性
欲
«

物
を
是
認
し
乍
ら
、
尙

j  

典
過
大
に
失
す
々
時
に
遒
■
的
抑
制
を
要
求
し
た
れ
ば 

ど
てV

を
れ
の
み
に
て
は
毫
も
矛
盾
ど
云
ふ
を
®
ざ
る 

M

理
で
ぁ
る
。
啦
前
者
が
利
己
'心
の
自
山
活
動
並
に
他-  

.の
:1
因
，に

;«
'̂
^

自
動
；調

'®
'̂
、

自

然

，
に

_
请

極

的

に

人

想 

S

I號 

一
ニ
ニ 

類
の
福
趾
を
增
進
す
可
し
ど
*

ふ
.甚
だ
_

觀
的
«

る
見
' 

解
を
保
持
す
る
に
反
丨
ゝ
後
者
が
辛
ぅ
じ
て
社
會
改
善 

の
f t
一
 

の
光
®]V」

•認
め
た
る
道
徳
的
抑
制
す
ら
、
尙
爲 

完
全
な
る
普
及
發
揮
に
關
し
て
多
大
の
不
安
ビ
疑
惑
を 

«

ゆ
る
悲
»

的
色
彩
を
淸
掃
し
#

ざ
る
所
に
、
兩
者
の 

_本
»
が
^

)]
|
が
あ
る
°
又
自
然
の
刺
戟
に
依
る
人
類
®!
: 

俞
の
文
化
的
發
達
を
表
爲
す
る
點
に
於
て
マ
ル
^

ス
に 

若

干

の

稻

.極

的

思

想

有

彡

ミ

す

る

も

、
此

剩

戟

を

率

受 

し
此
發
遠
を
實
現
せ
ん
が
爲
に
は
多
量
の
苦
艱
を
豫
想 

せ
し
>

る

所

に

>

依
然
彼
れ
の
學
說
に
は
光
明
の
啓
へ
小 

ょ
り
は
暗
雲
の
低
迷
を
®
え
し
む
る
も
の
が
あ
る
の
で 

:
あ

る

。
雄

竟
マ

ん

サ
'ス
が
、
其
哲
學
的
俎

辨

に

矛

盾

無 

か
ら

し

め

ん
€
欲
，す

れ

ば

、
W
ら

s

然

神

學

的

目

的

觀 

を
中
心
と
し
て

ス

ミ

ス

ど
等
し
く
樂
舰
論
を
提
唱
す
る 

か
、：或
は
全
然
べ
ン
，タ
ム
窳
の
功
利
主
義
的
機
械
觀
を 

衩
佣
し
て
リ
力
ァ
ド
ォ
ビ
等
し
ぐ
悲

li
論
に
徹
底
す

；

o

 

か
、

二

者

其

一

を
釋
ぶ

可
き

で
あ
つ

^
の
で
あ
る

-
格

.る
に
彼
は
此
兩
傾
向
0
間
に
首
鼠
兩
端
を
持
し
、
之
を 

折
M

せ
人
ヒ
欲
し
て
却

つ
て
破

線

を
»

黯
ぜ
る
も
の
€
 

云
ふ
可
^

で
あ
る
o
仁
慈
な
る
神
の
攝
理
を
前
提
€

す
：
 

る
舯
學
的
笆
彩
€
、

マA

少
ス
の
學
說
の
基
調
た
る
悲 

觀
的
色
彩
ご
は
、
如
何
に
彼
れ
が
辯
明
是
れ
力
む
るw

 

む
、
-決
し
て
邸
然
た
る
融
合
を
示
し
て
ゐ
な
い
。
私
は 

之
を
以
て「

人
.ロ
論」

に
表
現
せ
ら
れ
た
る
哲
學
M

想
の
：
 

最
大
矛
盾
を
斷
す
る

も
の
で
あ
る
。

，

-

.七

•
最
後

^:
マ
ル
ナ
ス
の
政
治
哲
學
に
於
て
は

、:

常
に
個 

人
が
德

1

義
で
あ
り
制
度
は
第
ニ
義
で
あ
る

0,
私
は

®

が
論
*

ゴ
.ド
4
.

ン
に
取
へ
た
る
彼
れ
の
»

簡
を
^|
|[
'
]
し

I  

i-
1

ぅ
o
白
ぐr

現
.在 

ー
»
|^
認
め
'ら

る

、

人

類

の

：
諸

制

；
| 

度
の
缺
陷
に
關
し
て
は
、
条
は
決
し
て
社
會
に
於
る
*
 

茜
の
大
部
分
が
該
缺
陷
ょ
り
礙
生
す
る
も
の
心
惟
す 

る
を
辟
な
い
。——

總
て
の
人
類
の
諸
制
度
は
恐
ら
く 

悉
ぐ
不
完
全
で
あ
ら
ラ

か
ら
、
又
從
っ
て
常
に
非
議
の

第
十
七
怨

(

叫
コ
ー
五〕

雜

錄

「

人
£

|」

の
钶
學

,«
.
1 檫

的

ビ

成

る

で

あ

ら

，フ
か
ら
、

獨
'/
},現
#

の

諸

制

度
U 

對
し
て
の
み
、
佘
の
判
斷
し
得
る
限
り
蚤
然
そ
れ
の
罪 

に
は
あ
ら
ざ
る
所
の
害
惡
を
楣
に
収
て
、
攻
擊
を
加
ふ 

る
は
糙
に
不
公
平
で
あ
る
。
故
に
凡
そ
人
類
の
諸
制
度 

一
R
關
し
て
改
革
を
提
議
す
る
に
當
つ
て
は
、
豫
め
可
及
. 

:

的
精
密
に
何
れ
の
程
度
ま
で
書
賊
が
該
制
度
の
艱
で
あ 

り

*

又
何
れ
の
程
度
ま
で
全
然
楚
r t
ど

無
關
係
な
る
か 

.
を
確
め
る
鄭
が
、
最
も
緊
要
の
事
^
余
は
信
ず
る
も
の 

で
あ
^ 'j

 V
J  (K

.  

P
a

u
l:

W
illia

m

 

G
o
d

 w
ip

 

v
o
l

.I  

で
?

00
2
4
今

3
2
5
)
。

■ 

i

彼

は

與

に

避

ん

で1:切
諸
恶
^
政
俯
の
罪
に
歸
す
る
.
 

事
は
ノ
勢
ひ
暴
君
政
治
を
導
く
所
以
で
あ
る
。
，若
し
庶 

民

を

し

て

慘

禍

の

*

一

 

原
因
は
政
麻
に
あ
b
^
信
せ
し 

め
ば
、
彼
等
は
：必

然

全

實

任

を

統

治

者

0
上
に
課
丨
、
隨 

.つ
て
其
權
カ
令
無
限
に
增
大
す
る
の
恐
れ
祚
り
ど
考
へ 

た
。
固
ょ
り
彼
料
追
咁
放
任
學
說
の
顽
述
な
る
颐
執
者 

に
ぁ
ら
t

、
：
例
べ
ば
敎
宵
1
營
制
度
、股
蒂
龈
行
設
置
、 

M 

m
i一.

^

一
 

ニ
-H



S
H
六)

輔
：
：.
錄

r

人
a
論」

0
黧

思

想

:

M

s

1

ニ
四 

'相
互
組
合
創
設
の
.如
*

悉
く
彼
れ
.の
熱
心
に
主
張
せ
る
.」

何
^
故

に

か

自

然

の

秧

序

に

[:
!
!
々

し

さ

不

調

和

を

襟

け
 

所
な
る
も
、
そ
は
偏
1:
,各
個
人
の
自
覺
を
促
し
自
立
.を

る

も

の

^

の
觀
念
を
退
け
、
彼
は
事
實
如
何
、
法
は
如 

强

む

る

に

明

確

適

切

な

；る

猶

極
:|

%

效

猓

有
6
^
信
す
る
何
に
し
て
發
焜
せ
る
乎
。
又
其
理
曲
如
何
を
研
究
し
た 

故
で
ぁ
る
。
そ
は
常
に
個
人
0
遺

義

的

舰

念

を

助

成

し

の

で

あ
.る

.0
而

し

て

是

に

對

す

る

彼

れ

の

解

答

を

約

言 

咄
宵
す
る
從
廳
的
地
位
に
：置
か
れ
て
ゐ
る
'
個
人
は
究
一
.
す
れ
ば
、
現
#

の
法
規
秩
序
及
び
不
平
等
は
、
若
し
避 

極

5
_
班
し
雛
き
职
位
で
ぁ
.つ
て
"
^

利
辔
關
係
の
み|

れ
無
く
ん
ば
人
®

を
絕
錤
的
贫
_
ど
鮒
沈
の
狀
f i
に
®
 

が
雜
て
の
«|
會
改
革
の
吼
1
の
变
觀
で
ぁ
る
、
又

實

際

I

ら
し
む
る
倾
糾
を
制
限
す
る
に
、
絕
對
的
に
必
要
で
ぁ 

個

入

がr

般
に
善
良
で
ぁ
る
な
ら
ば
、
如

何

に

劣

惡

な\

つ
た
^

云
ふ
に
歸
着
す
るL

c
s
te

p
h
e
n
:  

T
h
e

 

E
n
g
H

sh

 

る
制
度
も
何
1
1
1か
は
彼
等
の
善
皮
性
に
適
合
す
る
樣
に
|
 

§

ぎ

ぎ

5.
 

v
o
l.  

II  

p
.  

1
7
5
)
。

泡

然

に

改

苹

せ

ら

る

，
、

も

の

で

*

る
o
然

る

に
反
對
に
一
以
上
の
所
言
に
徵
し
て
咖
瞭
な
る
が
如
く
、彼
は

「

安 

個
人
性
を
以
て
社
#

の
作
6

出

す

も

の

ビ

看

做

し

、
是

」
|

定」
V

「

平
等」

ど
を
兼
備
し
得
る
時
は
幸
甚
な
れ
t 

に
责
任
を
轉
嫁
せ
ん
包
欲
す
る
如
き
は
由
然
の
秩
序
に
；：
も
，
若

—

兩
者
を
併
も
す
る
琪
の
絕
對
に
不
可
能
な
る 

逆
杭
.す
る
も
の
も
の
^

云
ふ
の
で
ぁ
る
。
：
 

場

合

に

は

"
前

者

を

探

擇

し

後

者

を

拋

棄

す

る

が

功

利

斯
く
し
て
彼
は
政
治
哲
看
關
す
る
ゴ
ド
ヰ
ヘ
ン
の
の
原
理
に

5

所
f

思
惟
せ
る
點
に
於
て
、
ベ
ン
タ 

「

形
而
上
學
的
硏
究
方
法
を
排
除
し
、科
學
的
硏
究
方
法
ム

€

其
見
解
を
等
し
ぅ
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
蓋
し
古
典

を
以
て
楚
に
代
位
せ
し
め
し
も
の
で
ぁ
る
0

即
ち
總
て
派
經
濟
學
徒
の
通
有
性
は
、
所
有
の
安
定
が
齑
築
の

0
 

の

政

府

は

外

部

一 

種
神
秘
伯
に
侵
人
し
來
り
て
、

山
發
達
を
增
進
せ
し
む
る
第〗

耍
件
た
る
事
に
l?
1
*沿
乎
た

る
信
念
を
有
し
、
そ
れ
が
他
方
]:
於
て
、
特
に
所
有
が 

.獨
A

の
形
11
に
近
付
C

に
從
つ
て
、
資
本
象
側
に
於
る
. 

囱
|1
:1競
银
を
阻
止
.し

勞

，働

者

伽

に

於

.
る

勞

働

の

機

會

を
 

不
次
固
な
ら
し
む
る
事
の
爲
に
、
產
業
の
完
全
な
る
發 

達
に
對
し
陳
碍
た
る
に
嚷
る
可
き
亊
を
速
見
し
得
ざ

り 

し
、
に
在
る
。
其
股
因
は

■恐
.ら

く

彼

等

の

..時

代

に

於

て
 

は
未
だ
產
業
苯
命
の
初
期
の
み
を
見
た
る
結
^

、
W

權
ン 

の
排
除
、
>
!
治
權
の
獲
得
、；資
易
及
び
出
版
の
向
由
の
ー 

公
認
等
■凡
ゆ
る
滑
極
的
0
*

を
獾
得
す
る
.事
の
み
が

旣
一 

に
改
茶
家
に
取
つ
て
久
じ
く
且
つ
至
難
の
懸
案
た
り
し
一 

爲
ど
、
又
資
本
主
義
的
經
濟
組
織
が
其
光
輝
燦
爛
た
る
一 

nj
队
な
る
4

和
の
み
を
豫
望
せ
し
め
て
、
是
に
伴
ふ
陰
一 

®

喈
黑
な
る
他
の
半
而
を
指
示
す
る
程
ボ
發
達
し
て
は
：\ 

ゐ
な
か
つ
た
事
に
基
ぐ
■で
あ
ら
ぅ
0:
:
:乍
併
、
.:
..マ
..
.ル
ザ
,

が
個
人
の
責
任
を
f t
視
じ
か
說
せ
る
功
は
沒
却
す
る
を 

得
な
い
.。
蓋
し
如
何
屯
る
社
會
に
於
て
も
、
究
極
は
個 

人
道
德
？
知
識
の
向
上
を
俟
つ
て
、：
始
め
て
其
幸
福
を

姑

十

七

怨@

ニ

七)

'

雜

錄

_社

會

思

想

來

と

し

て

實
現
し
體
驗
し
得
可
き
も
の
で
あ
る
か
ら
で
め
る
。
呢 

丨.

板
れ
が
之
を
以
て
不
平
等
不
公
正
な
る
經
濟
組
織
社
會 

制
度
の
恆
久
的
_

譲
に
仙
用
せ
る
所
に
、
甚
大
な
る
缺 

陷
は
存
す
る
の
で
.め
る
ノ
私
は
愛
に
■マ
ル
サ
ス
の
學
說 

I

に
關
す
る
紹
介
叙
述
の
大
耍
を
終
つ
た
。
爾

い

て「

人 

\  

ロ
論」

批
判
の
章
(:
.入
り
、
彼
れ
の
時
人
幷
に
後
人
の 

\

.論

議

を

檢

討

し

つ

、
、
：
結

周

そ

れ

が

現

代

に

於

て

如

何

 

一：
な
る
意
義
、
如
何
な
る
憤
値
を
保
持
す
る
か
を
究
明
せ 

一

ん

欲
す
る
も
の
で
あ
る
。

.
社

#

思

想

家V
』

し

て

の

ジ

ョ

:

ン

•

ラ

ス

フ

キ

ン

の

生_
 

(

三)

奥

井

復

太

郧

:

九

.

'

:.'

愚
を
爲
す
考
は
、
，其
の
態
度
の
如
何
に
拘
ら
中
其
の

の
ジ
日
ン
5
フ

ス
キ
ン
の
生
：涯 

S

蕺

ニ

 

5


